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真島看護部長が誕生しました真島看護部長が誕生しました

院長　平川 淳一院長　平川 淳一

　真島智さんが令和6年2月から平川病院の看護部長になりました。昔は総婦長という職位を使って

いましたが、私の代になり病院の組織編制の中で看護部長という職位ができ、真島さんで４代目

です。看護部は180人の看護職を統括する当院では最大の部署になります。私は看護部なくして

病院はあり得ないと思っているので最も重要なポジションだと考えています。私と真島さんの

関係はもう40年近いかもしれません。私が研修医を終わって平川病院に非常勤できていたころ

に学校を卒業してこられたと思います。地道にコツコツと身の回りのことから真面目に仕事を

する人で、このような人が看護部長になったことは本当に嬉しいことだと思います。これからの

平川病院の発展に寄与していただけると期待しています。皆様もどうか応援よろしくお願い

します。

真島看護部長
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発達障害支援総合ポータルサイト発達障害支援総合ポータルサイト

～発達障害専門プログラムでの聴き取り～～発達障害専門プログラムでの聴き取り～

地域生活支援科　丹原 佳折地域生活支援科　丹原 佳折

　2023年9月から、「八王子市民のための発達障害支援総合ポータルサイト」を開設し、八王子

市にお住まいの発達障害のある当事者やそのご家族が活用できるような情報を掲載しています。

　今後、より当事者やご家族が求める内容にするため、11月末にデイケアの「発達障害専門プロ

グラム」にて、メンバーの皆さんにご協力をお願いし、実際にポータルサイトを見ながら、ご当

事者にとっての見やすさ、また、サイトを利用したくなる記事について意見を出し合いました。

　参加メンバーから出た意見としては、まずは表示について、フォント、見出しや画像の位置、

文字の量などについて意見が出ました。表示の仕方は、好みや見やすさの違いがあるとも考えら

れますが、一意見として参考にする必要があると思われました。

記事内容については、3つの視点について意見が出ました。

①当事者が日常生活に活かすことができる内容①当事者が日常生活に活かすことができる内容

②当事者の支援への理解を促し、今後の見通しをもつための内容②当事者の支援への理解を促し、今後の見通しをもつための内容

③ご家族向けの内容③ご家族向けの内容

①当事者が日常生活に活かすことができる内容①当事者が日常生活に活かすことができる内容

「当事者の経験談＆困りごとの対処方法」

支援機関利用の経験談、また、生活の中での困りごとについて、自分であればどのように対処

しているのかを掲載することで、当事者の参考になる。

②当事者の支援への理解を促し、今後の見通しをもつための内容②当事者の支援への理解を促し、今後の見通しをもつための内容

「フローチャートや支援機関ごとの利用目的」

　目的に応じてどんな選択肢や支援の流れがあるのか。また、このような目的の人であればど

こを利用するなど、選択するときのヒントが知ることができると良い。

③ご家族向けの内容③ご家族向けの内容

「気づきポイント」

当事者よりもご家族が、発達障害があることに気づくことが多いので

はないか。すでに発達障害の診断を受けたご家族が、そのことを考え

るに至った体験談を掲載することで、今発達障害の可能性を考えてい

るご家族の気づきに役立つと思う。

以上のデイケア参加メンバーの意見をまとめ、発達障害者治療委員会で

共有を行いました。メンバーの意見を参考に、現在困りごとの対処方法

についてQ&A方式での記事作成に動いています。今後も情報をお知ら

せして参りますので、関心をお寄せいただけますと幸いです。 

地域生活支援室より地域生活支援室より
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　令和5年11月28日に八王子市保健所で開

催された「精神障害にも対応した地域包括ケ

アシステム説明会」（以下、「にも包括」）に

参加しました。説明会の冒頭では、「にも包括」

は、精神障害の有無や程度にかかわらず、誰

もが安心して暮らせる地域づくりであること、

精神保健医療が「別物」と扱われがちで差別

や偏見など社会的な問題があることが確認さ

れました。「にも包括」構築のための八王子

市の取り組みとして、以下の事業が紹介され

ました。

・八王子市保健所では、平成28年度から医

療へとつながっていない方や治療中断をし

ている方などへの「訪問事業（精神障害者

早期訪問支援事業）」の開始

・令和5年度からは多職種で構成される、「に

も包括ワーキンググループ」を年4回開催

・国のにも包括構築支援事業に参加し、厚生労

働省から広域アドバイザーの先生方の派遣

そして八王子市の強みとして、保健所の訪問

事業や精神科医療機関や事業所などの社会資

源や人材が豊富であること、八王子まるごと

サポートセンター（はちまるサポート）を設

置していることが挙げられていました。特に

はちまるサポートは、暮らしの困りごとの相

談を受け、予防や早期発見をして適切な支援

につなげることを目的としており、市内13

か所に窓口を設置し地域福祉の専門職が地域

の方々と協力して問題解決に取り組んでいま

す。現在、地域の課題は小児、母子、高齢者、

障がい者など年齢や疾患別に分かれたものだ

けでなく、より複雑で複合的な課題が増えて

きているそうです。

　私は訪問看護に従事しており、患者さまだ

けでなくご家族やご近所の問題にも遭遇する

ことがあります。説明会で挙がっていた“地

域の課題が複雑・複合化してきている”のを

実感しています。今後は、はちまるサポート

も積極的に利用し、地域みんなで見守ってい

くシステムづくりの一助になればいいな、と

思いました。

「令和6年度にむけた精神障害にも対応した「令和6年度にむけた精神障害にも対応した

地域包括ケアシステム説明会」に参加して地域包括ケアシステム説明会」に参加して

地域生活支援科　作業療法士　犬井 良子地域生活支援科　作業療法士　犬井 良子
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こころの扉　こころの扉　その222　～心について考えること～その222　～心について考えること～

心理療法科　公認心理師　髙梨 豊心理療法科　公認心理師　髙梨 豊

　2023年4月に入職した心理療法科の髙梨

です。あっという間に10か月という時間が

流れていきました。日々の業務に悩むことは

多々ありますが、それでも少しずつ慣れてき

たところです。皆様、どうぞよろしくお願い

いたします。

　私は鉄道が好きで時間があれば列車に乗っ

て旅をしています。最近はなかなか遠くまで

行くことはできていませんが、列車に乗って

移りゆく景色を眺めるのが気分転換の一つで

もあります。景色を眺めていると、スーッと

心が穏やかになる一方で、時には自分の気持

ちのほうに注意が向くことがあります。穏や

かな気持ちの中にどこかモヤっとする気持ち

もあったり・・・。「何だろう、この気持ちは」

と旅のワクワク感だけではない気持ちを感じ

ることがあります。こうした心について考え

ること、実はこれは心理学で近年「メンタラ

イゼーション」という概念で着目されています。

　“mental”に由来する言葉で、「自分や他

者の精神状態について注意を向け、考えたり

想像したりすること」と定義されます。メン

タライゼーションは元々、精神分析の中から

出てきた概念ですが、カウンセリング場面に

応用されたり、愛着研究やロボット研究でも

注目されているようです。

　日常生活でも例えば、「あの人はいつもよ

り今日は機嫌が良くなさそうだな。何かあっ

たのだろうか」と思って恐る恐る声をかけた

ら実は体調不良であったとか、「いつもより

自分の気持ちがソワソワするのは何でなんだ

ろう」など、心について考えたり感じたりし

ていることがメンタライゼーションです。

　このように、「心について考える」ことで、

相手とのコミュニケーションが円滑になった

り自己理解が促進されたりすることがありま

す。普段何気なく見過ごされている中にも実

は大事な気持ちが隠れていたりすることもあ

ります。しかし、「心について考える」ことは、

心に余裕がないとなかなかできないものでも

あります。忙しい日々に忙殺されてしまうと、

自分の気持ちがよくわからなくなったり相手

の気持ちに寄り添えなくなったりしてしまい

ます。メンタライゼーションという機能は誰

にも普通に備わっている能力と言われていま

す。振り返ってみてそうした時間が取れてい

ないと感じる時は、余裕がなくなっていたり、

ストレスが高まっている可能性があったりと、

ストレスをケアする上での大事なサインの一

つと捉えると良いかもしれません。皆様も帰

宅する時間やお風呂の時間など、ちょっとし

た時間に心について考える時間を作ってみて

はいかがでしょうか。



（5）2024年2月15日 みやま　309号

　当院、地域生活支援科では、精神疾患を抱えながら生活している方々が、安心して日常生活が送

れるよう、各ご自宅に伺って生活を支える訪問看護を実施しています。今回はその実施状況を報告

いたします。

　現在、登録人数は68名、八王子市を中心に、看護師・作業療法士・精神保健福祉士が月に平均

200件程度、訪問しています。ここ数年で10～30代の若年層、80代の高齢者層が増えており、

幅広い年齢層を対象とするようになりました。対象者の高齢化に伴い、医療から介護へ移行するため、

ケアマネージャーなど介護保健事業所との連携が増えています。また、診察以外に通所先がない方

や8050問題を抱える方も増加傾向です。対象疾患は統合失調症の方がほとんどです。支援内容は、

その日の身体面、精神面の体調確認や健康管理、食事・睡眠・家事などの生活管理、書類手続きや

各サービスとの連携等の社会生活管理のアドバイス・サポートを中心に、ＳＳＴ（生活技能訓練）

やクライシスプランの作成など、その方に合わせた支援も行っています。訪問看護は、対象者のご

自宅で関わるので、日常生活での課題や困りごとが発見しやすく、スムーズに対応することができ

ます。例えば、服薬管理が苦手な方には、服薬カレンダーを導入し、薬のセット方法を一緒に練習

したり、掃除が苦手な場合には、その方に適した方法を教えています。また、多くの方がデイケア

や作業療法、就労移行事業所、介護サービス等を利用しているため、必要に応じて、他機関とも情

報を共有し、対象者の生活を支える役割を担っています。今後も、一人でも多くの方が安心して地

域生活を継続できるよう、個々に対応していけるシステム作りをしていきたいと考えています。

地域生活支援科「訪問看護」に関する報告地域生活支援科「訪問看護」に関する報告

医療の質向上促進委員会　地域生活支援科デイケア　主任　山下 美香医療の質向上促進委員会　地域生活支援科デイケア　主任　山下 美香

＜ 性 別 ＞＜ 性 別 ＞ ＜ 年 齢 層 ＞＜ 年 齢 層 ＞

＜ 対 象 疾 患 ＞＜ 対 象 疾 患 ＞＜ 住 居 形 態 ＞＜ 住 居 形 態 ＞
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東京都八王子市美山町１０７６

電 話 ０４２－６５１－３１３１

FAX ０４２－６５１－３１３３

編集編集　　平川病院　広報委員会平川病院　広報委員会

ご意見ご感想はこちらへお願いします

kouhou@hhsp1966.jp
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編 集 後 記編 集 後 記

今年は辰の閏年。閏年は4年に一度なので、辰・たつ、申・

さる、子・ね年で回っていることになります。閏年と言えば

オリンピック（五輪)ですね。パリ五輪では、男子のバスケ

（48年ぶり）、ハンド（36年ぶり）が自力での出場権獲得、

好調男子バレーは52年ぶりのメダルが期待、男女のサッカー

はこれからですが、球技種目の出場は、楽しみであり期待

しましょう。東京五輪でチケットが当たっていたのに、無

観客になり泣いたのがつい最近のような気がします。

暖冬...今年の桜の開花は早いようです。

　当病棟は八王子近郊の施設や、在宅から身体疾患のある患者様の入院を受け入れている医療

療養型の病棟です。治療を終え、施設や在宅へ退院される方も多くいる一方、終末期で最期を

当病棟で迎える方も多く、例年当院の死亡退院患者様の半数以上が当病棟の患者様にあたります。

　多くの方をお看取りする中で、患者様が望む最期を迎えるお手伝いができる様、病棟の担当

看護師が中心となり作成した「看取りパンフレット」を用いて、終末期の身体の変化について

の説明や、患者様やご家族が終末期ケアに望むことをお聴きしています。

　新型コロナウイルスの流行で、ご家族と十分にお話しできない期

間が続きましたが、今年度は制限が徐々に緩和され、この取り組み

も患者様・ご家族の協力のもと実践に移すことができています。内

科病棟に入院されている多くの方が、ご自身で意思決定が行えない

状態にあるため、ご家族や患者様をよく知る方のお話しを聴くこと

が、患者様ご本人が希望するケアの提供に繋がっています。

　今後もその方が望む最期を迎えることができる様、パンフレット

を用いて支援していくと共に、他の病棟でもパンフレットが活用で

きる様進めていきたいと考えています。

内科病棟での ACP の取り組みについて内科病棟での ACP の取り組みについて

内科病棟　看護師長　木下 恵美内科病棟　看護師長　木下 恵美

※このポスターは、厚生労働省が推奨する
　「人生会議(ACP)」のポスターです。

東京都では、 平成24年に指定された 「地域拠点型認知症疾患医療センター」 12ヵ所（当院含む）と
平成29年11月迄に指定されている 「地域連携型認知症疾患医療センター」 40ヵ所、 合わせて52ヵ所の
医療機関において、 認知症の人とその家族が安心して暮らせる地域づくりを進めています。
認知症に関するご質問がありましたら、 各地域のセンターまでお問い合わせ下さい。
尚、 センター指定状況や役割の詳細等については、 東京都公式ウェブサイト 『とうきょう認知症ナビ』 で
ご確認いただけます。 とうきょう認知症ナビとうきょう認知症ナビ

当院は南多摩医療圏の地域拠点型認知症疾患医療センターです当院は南多摩医療圏の地域拠点型認知症疾患医療センターです


